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 本稿における構成は次のようになっている。まず、2 節で先行研究を概観し、3 節で研究








 2.1 節では中国語におけるオノマトペの定義について述べ、2.2 節では中国語におけるオ
ノマトペの述語用法とオノマトペの形態的特徴との関連について述べ、2.3 節では中国語に
おけるオノマトペの述語用法の統語的特徴について述べる。 




























 汪汪 wāngwāng(犬の声)、啾啾 jiūjiū(小鳥や虫の声) 
(2) 人間の発する言語以外の声や音 
 哈哈 hāhā(笑い声)阿嚏 ātì(くしゃみの音)唧咕 jīgū(小声で話す) 
(3) 物音 








   (顔はサッと赤くなった) 
(5) 太阳穴嘣嘣直跳 








中国語におけるオノマトペの述語用法 －2 音節のオノマトペに焦点を当てて－ 






























   (蛙声が「ケロ」、セミ声が「ミーン」、昼間私を夢の国に連れて行ってくれる) 
(耿二岭 1986) 
 






分を分析すると、動詞述語文が 87.71％、形容詞述語文が 3.71％、擬声詞述語文は 0.033％を占めている。
即ち、中国語のオノマトペの述語用法は非常に少ないということが分かる。 
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 先行研究では、単純反復形の 3 音節のオノマトペやその他の音節のオノマトペが述語用





   (蚊がブンブン飛んでいる、まるで年寄りのお坊さんが経文を読んでいるか、あるい
は年寄りの秀才が古文を読んでいるようだ) 
(野口宗親 1995) 
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(11) 张有才象个哑巴，一天说不了十句话;张有义象只麻雀、整天吱吱吱喳喳喳。 




 このように、現代中国語においては、1 音節のオノマトペは述語になりにくく、主に 2 音












語のオノマトペが収録されている。黄慧(2010)の考察結果を次の表 1 に示す。 
 
表 1: 中国語のオノマトペの述語用法と音節数 




















どが 4 モーラ5で、全体の 98%を占めている。2 音節のオノマトペが述語成分として用いら
れるのは、「チンする」などごく僅かである。それに対し、中国語におけるオノマトペの述
語用法は 2 音節が最も多く、約 66%を占めている結果になっている。それに次いで多いの
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 耿二岭(1986)は、中国語のオノマトペが述語になるものについて、次の 5 つのパターンを
示している。 
 
表 2: 耿二岭(1986：80-83)による述語用法のパターン 
 分類パターン 
(Ⅰ) オノマトペの後ろに補助的な語や慣用句などを後続せずに直接述語になる。 










   (雷が光り、雷鳴がゴロゴロっと、風がビュービュー、雨が時折。) 
(14) 他两个唧唧哝哝 
   (彼ら二人はコソコソ話している) 
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(Ⅱ) 助詞“的 de”を後続し、述語として用いられる。 
 
(15) 他走到屋门口，屋门口的火苗呼呼的。 
   (彼はドアの近くまで歩いて行った、ドアの近くで炎がボーボー燃えている。) 
(16) 你别哼哼唧唧的。 






   (私はちょっとドキッとした：やばい、車酔いする人がいる。) 
(耿二岭 1986) 
(18) 唧唧哝哝一会，天色渐渐明了。 














   (前略 もし私が銃を持っていれば、あなたを銃で撃ち殺してしまうだろう！) 









   (黄洋界では大砲がドドンと鳴り、敵の夜逃げを知らせている) 
(耿二岭 1986 より抜粋) 
 
 李镜儿(2007)では、動的属性を持っているオノマトペが述語用法として用いられる際には、
“动态词(動態詞→アスペクト助詞)”の“着 zhe，了 le，过 guo”や、“方向补语(方向補語)”
の“起 qǐ，起来 qǐlái”を伴うことができ、“不 bù”で否定することができると述べている。 
 
(22) 他生气了，咕噜着嘴半天不说话。 
   (彼は怒って、長い間口をモグモグしていて何も話さなかった。) 
(耿二岭 1986 より抜粋) 
(23) 紧急使用肥皂擦了车轴，就不吱呀了。 
   (急いで石鹸で車の車軸を拭いたら、もうギーギー言わなくなった。) 







 2 音節のオノマトペが述語になりやすいという先行研究(黄慧 2010)の記述を踏まえ、本稿
では李镜儿(2007)における 2音節のオノマトペのリスト(321語)から無作為に 75語を検索語
彙として選定し、CCL コーパス(北京大学中国语言学研究中心 Center for Chinese Linguistics 
PKU CCL 语料库规模：4.77 亿字(1.06GB) 2009-07-20 更新)を用いて用例収集を行った。用






                                                        
8
 野口宗親(1995)にも言及があるように、中国語のオノマトペが動詞的用法として用いられる際には変調
が起こり、2 音節目が軽声になる。本稿では『中日辞典 第二版』(小学館)および『现代汉语词典  第五
版』(商务印书馆)の 2 冊の辞書を用い、動詞的用法があるもの、つまり辞書に軽声で表記されているも
のに関しては軽声として表記する。 
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 上記の方法で検索した結果、75 語のうち、32 語のオノマトペに述語用法が確認できた。





 動態助詞(アスペクト助詞)“了 le，着 zhe，过 guo”を伴って述語になることについては
既に先行研究に指摘があるが、本稿では 2 音節のオノマトペが取りうるすべての助詞とど
のように共起しているのか、その使用実態について考察する。以下、表 3 に詳細を示す。 
 
表 3: 助詞の有無  
 詳細 用例数 割合(約) 
述語 
(348 例) 
助詞 有 199 例 57% 
助詞 無 149 例 43% 
 合計 348 例 100% 
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 助詞を伴って現れるものが、助詞を伴わないものより若干頻度が高いことがわかる。次
に、表 4 に後続する助詞の詳細を示す。 
 
表 4: 助詞の詳細 
 詳細 用例数 割合(約) 
助詞 有 
(199 例) 
着 123 例 61.8% 
了 73 例 36.7% 
过 1 例 0.5% 
的 1 例 0.5% 
呢 1 例 0.5% 





4.1.1. “着 zhe”を後続した形で用いられるもの 







   (祥子はもともと煙草を吸わなかったが、今回は断れないようなので、煙草を口に咥
えてスパスパ吹かしている。) 
(26) 不知道是谁在后边笑ママ声叹息地嘟囔着 
   (誰か知らないけど、後ろで笑いとため息混じりでブツブツ話している) 
 
 中国語において助詞“着 zhe”は、動詞に後続した形で動作の進行を表すことができる。
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   (金橋は無意識に彼女の足をじっーと見た。彼女はいま黒布の靴をつっかけている。) 
 
 オノマトペに助詞“着 zhe”を後続することで「靴を履いている状態」を表している。本










4.1.2. 助詞“了 le”を後続した形で用いられるもの 





   (彼は力を入れて拳を出して自分でブツリと一言言った。「廬さんというやつは、まっ
たく、私を養護施設に入れようとしているんだね！」) 
(30) 中村接着又咕噜了几句日本话。 
   (中村は続けて日本語をブツブツ呟いた。) 
(31) 她小声地咕哝了一阵，介绍人郑重宣布：“她说她不扫地，因为她的兴趣只在洗衣服。” 









4.1.3. その他(助詞“的 de”“呢 ne”“过 ne”を後続した形で用いられるもの) 
 オノマトペとの共起頻度が低かった助詞は、次の、“过 ne”“的 de”“呢 ne”の 3 つであ






 李镜儿(2007)で既に指摘しているとおり、動的な意味を持つオノマトペは“了 le”“着 zhe”
“过 guo”を伴うことができる。しかし、“着 zhe”“了 le”との共起頻度は高いものの、述
語用法で“过 guo”を伴うものは非常に少なく、確認できたのは僅か 1 例のみであった。 
 次に、助詞“的 de”を後続するものについてみていく。先行研究では中国語のオノマト
ペは助詞“的 de”を伴って述語として用いることが多いと指摘しているが、今回収集した 2
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うな目的語を取るのかについて考察する。以下、表 5 に詳細を示す。 
 
表 5: 目的語の有無  
 詳細 用例数 割合(約) 
述語 
(348 例) 
目的語 有 110 例 32% 
目的語 無 238 例 68% 
 合計 348 例 100% 
 
 全体的に、中国語のオノマトペは目的語を伴って現れるものが、目的語を伴わないもの
より頻度が低いことがわかる。次に、表 6 に後続する目的語の詳細を示す。 
 
表 6: 目的語の詳細 
 詳細 用例数 割合(約) 
目的語 有 
(110 例) 
言語類名詞 59 例 53% 
具体名詞 34 例 31% 
身体名詞 6 例 5% 
疑問詞 5 例 5% 
抽象名詞 4 例 4% 
指示詞 1 例 1% 
フレーズ 1 例 1% 
 合計 110 例 100% 
 
4.2.1. 言語類を目的語として取るもの 
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去，向她咕哝一些讨好的话。 





















   (金三爺はちょっと訳が分からなくなって、キセルをスパスパ吸いながら、あきれ返
った。) 
(39) 今天的许多老百姓，还未来得及辨别商品的优劣，到先开始嘀咕手中的钞票。 
   (今日の人たちは、商品の良し悪しを見分ける前に、手元のお金を気にしている。) 
(40) 土炕上一张旧席，半条烂毯，小孩污垢厚厚的脚上趿拉着一双破鞋。 
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   (あそこで何をブツブツ言ってるの？ジャック、何かあったら私に隠さないでね。) 
(44) 大叔赶紧怯怯地责怪道：“你又唠叨个啥？” 
   (叔父さんはおどおどしながら素早く、「あなたは何をクドクド言っているの？」と咎
めた。) 
黄 慧 




のバリエーションで“什么 shénme”以外に、“啥 shá”も用いられている。 
 
4.2.5. 抽象名詞を目的語として取るもの 





   (彼らは言った。これは影の人間たちが集まる場所であると。彼らは人々がおびえて
いるときに集まり、ここで邪悪な陰謀をヒソヒソ囁いている。) 
(46) 他衣着随便，和蔼可亲，愿意随时停下来听你唠叨生活的艰辛，和你共享甘苦。 


















   (私は彼らの考えが推測できる。すべての 2 足で歩いている生物をひどく憎む。彼ら
はいつも、こいつらを縛り殺したい、潰し殺したいと呟いている。) 
 
 この 2 例に関しても、「言う」の意味を表すオノマトペであり、「～と言う」に当たる「話
す内容」が丸ごと目的語の位置に置かれている。フレーズが目的語の位置に来られるのも
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語を取りやすいのか、そしてその使用実態について考察する。以下、表 7 に詳細を示す。 
 
表 7: 補語の有無  
 詳細 用例数 割合(約) 
述語 
(348 例) 
補語 有 70 例 20% 
補 無 278 例 80% 
 合計 348 例 100% 
 
 中国語のオノマトペは補語を伴って現れるものが 70 例で、20%を占める。次に、表 8 に
後続する補語の詳細を示す。 
 
表 8: 補語の詳細 
 詳細 用例数 割合(約) 
補語 有 
(119 例) 
数量補語 48 例 69% 
方向補語 14 例 20% 
程度補語 3 例 4% 
様態補語 2 例 3% 
結果補語 2 例 3% 
前置詞句補語 1 例 1% 
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   (彼がいくら優しい顔をしていても、あの目に隠れている殺気は小六子をちょっと震
わせた(動揺させた)。) 
(51) 这话妻子几乎每天都要向我唠叨几遍。 
   (この話、うちの奥さんはほぼ毎日何回も私にブツブツ言ってくる。) 
 












   (部屋の中の人たちはもう待ちきれなくなり、ブツブツ言い始めた。) 
 








   (飲んべえは、彼が粉粉さんのなめらかできれいな足を触っているところを話すと、
すぐ我を忘れて口をぽかんと開け、アアと叫び続ける。) 
(55) 竹筒一到晚哗啦个不停，像丧家道场上和尚们的万年经，依依呀呀，(後略) 
   (竹筒は夜になるとゴトゴト音が止まらない、まるで丧家道場のお坊さんたちのお経
みたいに、ああうう 後略 ) 
 
 このように、3 例とも「～し続ける／～するのをやめない」を表す“不停 bùtíng”を補語
に取る用例である。 
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4.3.4. その他(様態補語・結果補語などを取るもの) 




   (「あっちで読みなさい。」先生の口は素早くベチャベチャ動き、そして目じりには少
しの笑顔を見せた。) 
(57) 他唠叨完了，又爱拖ママ一句：“话又说回来，如今日子越来越富裕了，也就不在乎初装
费 4000 元了。” 




 このように、様態補語の用例においては、「素早く／多く」を表す“快 kuài／多 duō”を
補語に取る。結果補語の用例においては、「～し終わる」を表す“完 wán”を後続した形で
程度補語として機能する。 














   (「今日、建設をするにあたり、我々は紅岩英烈のように、「革命は必ず成功すると堅
信するべきだ」もう 84 歳で高齢である栄さんが話をしていると美しく響く) 
(60) 夏末，记者来到临桂，但见移民新居楼房幢幢，街道整齐，新建校园书声琅琅 
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 4.1 節から 4.4 節で挙げている用例以外にも、“连谓句(連述構造)”、並列構文で用いられる
もの、承接構文で用いられるものなどがある。以下、順に見ていく。 



















   (烏龍は食べながらブツブツ言った。「私はむしろ女を選択する！」) 
(65) 他脖子上挂一支匣子枪，一面走，一面嘟噜：“妈的” 
   (彼の首にはモーゼル拳銃がかかっていて、歩きながらブツブツ言った「畜生」) 
 
 どちらも「～しながら～する」の意味を表す“一边 yìbiān,一边 yìbiān”や“一面 yímiàn，
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稿の調査では、“着 zhe”を伴う用例の使用頻度が 60%を超えて最も高かった。助詞“了 le”
の使用頻度も高かったが、先行研究の指摘にあった“的 de”を伴う用例はごく僅かである
ことが確認できた。このことから中国語における 2 音節のオノマトペは“的 de”を伴って
用いることは稀であり、共起度が低いと言えるだろう。 
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  带补语的用例占全体的 20%。后附数量补语最多，占全体的 69%。大部分是表示时间量的
“一会，一阵”还有表示动作量的“一下”。其次是方向补语，“起来，来，上了”等，表示
动作的开始。 
